
　

　有料老人ホームの運営懇談会は、自治体が定める「有料老人ホーム設置運営指導指針」に

位置づけられており、施設の職員、入居者や家族などが一同に会し、施設の運営について

話し合う場となっています。 　　　　　

　土都楼では、運営の透明性を確保するために、年2回、11月と3月に実施しています。

運営懇談会は、入居者やサービス提供に関する状況など、施設の情報報告の場であり、

大切な場となっています。

　

　　

また、入居者や家族からは、様々な意見や要望を直接施設側に伝えることが出来る

土都楼便り号外

施設長より

～運営懇談会の報告～R5.11.18(土)に開催しました！

運営懇談会とは

当日は5名の御家族、地域の区長さん、
定期的に訪問して下さっているボランティアの方達が懇談会に
参加して下さり、土都楼の近況報告や栄養科からの報告を
熱心に傾聴して下さいました。
施設側の説明の後は、御家族より、

・「職員が感染症になった時の人員の補充はありますか？」
・「地域との避難訓練は行なっているのですか？」
・「様々な食事形態（刻み食や軟飯）の備蓄はあるのですか？」

等の質問も出ていました。コロナや災害に関するご家族の心配が
うかがえました。

★次回は、令和6年3月31日（日）
開催を予定しています。

「食事の紹介」や「家族交流」等
新たな企画を検討しています

栄養科による食事に関するアンケート

そろそろドライブにも行きたいですね。

4年ぶりの開催であり、私にとっては初めての経験となりました。

ご家族様にはお忙しい中貴重なお時間を割いて頂き、誠に感謝しております。

施設側からは転倒リスクや病状管理、また、感染防止の観点がらゾーニングを

行う場合もあり、部屋調整を行う事についても数点説明させて頂きました。

津波による避難場所として指定されていることから、区長様からも貴重な

ご意見も聞くことが出来、今後に活かしていきたいと考えています。

入居者様が居心地の良い生活空間を作っていきたいというのが、

私の願いでもありますので、これからも多くの皆様にご参加頂き、

是非施設の運営についてご意見を頂きたいと思います。
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